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１．研究計画の概要 
 軟性裏装材の長期予後に関するエビデン
スが少ないことから，我々が実施した無作為
割付臨床試験の被験者をフォローし，アクリ
ル系軟性裏装材の長期予後を生存率で判定
する． 
 
 
 
２．研究の進捗状況 
 54 名の被験者をアクリル系軟性裏装材使
用総義歯使用装着群（軟性群）27 名，通法義
歯装着群 27 名に無作為割り付けを行い，治
療終了後追跡調査を行っている．装着１年後
の装着状況は軟性群 27 名において，義歯使
用継続中の患者が 23 名，義歯を使用してい
ない患者が４名であった．一方，通法群 27
名においては，義歯使用継続中の患者が 19
名，義歯を使用していない患者が８名であっ
た．カイ二乗検定の結果，両群間において義
歯使用の割合の差は認められなかった．装着
２年後の装着状況は軟性群 27 名において，
義歯使用継続中の患者が 17 名，義歯を使用
していない患者が 10 名であった．一方，通
法群 27 名においては，義歯使用継続中の患
者が 13 名，義歯を使用していない患者が 14
名であった．カイ二乗検定の結果，両群間に
おいて義歯使用の割合の差は認められなか
った．装着３年後の装着状況は軟性群 27 名
において，義歯使用継続中の患者が５名，義
歯を使用していない患者が 21 名であった．
一方，通法群 27 名においては，義歯使用継
続中の患者が 10 名，義歯を使用していない
患者が 17名であった．カイ二乗検定の結果，
両群間において義歯使用の割合の差は認め

られなかった．装着４年後の装着状況は軟性
群 27 名において，義歯使用継続中の患者が 5 
名，義歯を使用していない患者が 21 名であ
った．一方，通法群 27 名においては，義歯
使用継続中の患者が 10 名，義歯を使用して
いない患者が 17 名であった．カイ二乗検定
の結果，両群間において義歯使用の割合の差
は認められなかった．装着３年から４年にか
けて未装着者数は増加しなかった． 
 
 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 

（理由） 
本年度が義歯装着後４年目に当たり，義歯

の５年使用率を求める目的で立案した研究
であることから，本年度で 80％を達成したこ
とになる． 
 
 
 
４．今後の研究の推進方策 
 来年度が最終年となることから，軟性リラ
イン材使用義歯と通法義歯の 5年使用率をも
とめ，両者の長期使用状況を分析し，論文と
しての報告を予定している． 
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